
  

　

６
月
20
日( 

土
）、
義
肢
装
具
士
の
皆
様
へ

向
け
て
の
第
３
回
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
株
式
会
社
Ｍ
Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
Ｃ
（
エ
ム

ピ
ー
ア
ン
ド
シ
ー
）
代
表
取
締
役
社
長
の
森
下

尚
紀
氏
を
客
員
講
師
に
お
迎
え
し
、
『
自
身
の

経
験
知
か
ら 

～
フ
ィ
ー
ル
ド
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
・
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
～
』
と
題
し
て
ご
講

令和２年 8 月

(1) ギシナビ News【003 号】

レ
ー
中
の
大
け
が
に
よ
り
断

念
。
大
学
卒
業
後
は
大
手
ス

ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
に
就
職

し
、
そ
の
経
験
を
基
に
ス
パ

イ
ク
シ
ュ
ー
ズ
の
開
発
を
手

が
け
る
な
ど
、
当
時
ま
だ
黎

明
期
で
あ
っ
た
日
本
に
お
い

て
、
い
か
に
サ
ッ
カ
ー
文
化

を
根
付
か
せ
拡
大
す
る
か
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
い
か

に
最
大
の
成
果
を
上
げ
ら
れ

る
か
、
時
に
は
異
業
種
と
コ
ラ
ボ
し
、
ま
た
あ

る
時
に
は
メ
デ
ィ
ア
の
も
つ
力
を
利
用
す
る
な

ど
、
そ
こ
に
は
実
に
様
々
な
ア
イ
デ
ア
と
巧
み

な
戦
略
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
当
時

の
骨
折
り
な
ど
微
塵
も
感
じ
さ
せ
な
い
語
り
口

で
聞
か
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
展
開
さ
れ
て
い
る
多
様
な
事
業

の
紹
介
、
か
つ
て
所
属
し
た
大
手
メ
ー
カ
ー
で

の
、
ト
ッ
プ
が
変
わ
る
と
組
織
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
ゆ
く
の
か
を
目
の
当
た
り
に
し
た
体

演
頂
き
ま
し
た
。

　

１
９
７
２
年
東
京
生
ま
れ
。
学
生
時
代
、
多

く
の
時
間
を
サ
ッ
カ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て

過
ご
し
、
や
が
て
プ
ロ
の
道
を
志
す
も
、
プ
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【
第
３
回
】

新
た
な
価
値
創
造
へ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

そ
の
時
、
変
化
は
強
さ
に
な
る
！
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験
、
リ
ー
ダ
ー

の
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン

ト

の

重

要

性
、
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
市
場
の

今
後
の
展
望
、

義
肢
装
具
業
界
の
真
の
強
み
等
々
、
大
変
示
唆

に
富
ん
だ
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
弊
社
代
表
荒
山
に
よ
る‶

Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
″
と
い
う
不
可
逆
の
時
代
に
変
化

し
続
け
る
こ
と
が
い
か
に
強
み
と
な
る
か
、
ま

た
、
弊
社
研
究
員
ア
ヘ
ゴ
に
よ
る
マ
イ
フ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
泉
大
津
店
お
よ
び
故
郷
ア
フ
リ

カ
に
義
足
で
希
望
を
届
け
る
「
Ｊ
ａ
ｍ
ｂ
ｏ

（
ジ
ャ
ン
ボ
）
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
の
紹
介
、

弊
社
執
行
役
員
成
毛
に
よ
る
弊
社
開
発
機
器
の

実
演
動
画
披
露
、
急
遽
予
定
を
変
更
し
て
、
弊

社
営
業
中
村
に
よ
る
経
済
産
業
省
主
導
の
「
も

の
づ
く
り
補
助
金
」に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り
、

最
後
に
、
森
下
氏
と
参
加
者
の
皆
様
と
の
闊
達

な
質
疑
応
答
を
も
っ
て
、
第
３
回
セ
ミ
ナ
ー
は

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

【
特
集
】
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
報
告≪特集≫

 オンラインセミナー報告

【
第
４
回
】

義
肢
装
具
業
界
と
地
域
貢
献
と

～
業
界
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
は
～

　

７
月
18
日( 

土
）、
義
肢
装
具
士
の

皆
様
へ
向
け
て
の
第
４
回
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
本
年
度
か
ら
開
始
し
た

　

日
々
の
業
務
を
通
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、

考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
互
い
に
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
自
由
闊
達
に
話
し
合
い
、

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
ヒ
ン
ト
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
糸
口
を
見
出

し
た
方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

主
軸
に
し
な
が
ら
、
同
時
に
一
般
向
け

の
事
業
も
展
開
さ
れ
て
い
る
３
社
の
代

表
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

有薗 泰弘 氏

鈴木 和敏 氏

楠岡 誠広 氏

森下 尚紀 氏

本
セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
初
の
試
み
と
し
て
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
に
よ
る
進
行
を

企
画
し
、
日
本
各
地
か
ら
義
肢
装
具
製
作
業
を

　

義
肢
装
具
業
界
に
お
け
る
保
険
適
用
外
の
事

業
展
開
を
視
野
に
入
れ
た
「
両
利
き
の
経
営
」

の
提
案
、
弊
社
代
表
荒
山
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
オ
ー
ダ
ー
イ
ン
ソ
ー
ル
市
場
の
現
状
と

日
本
の
潜
在
需
要
分
析
、
義
肢
装
具
士
が
作
る

フ
ル
オ
ー
ダ
ー
イ
ン
ソ
ー
ル
の
付
加
価
値
や
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
必
要
性
と
い
う
提
言
が
あ
り
、

昨
年
設
立
50
周
年
を
迎
え
た
熊
本
県
八
代
市
に

あ
る
有
園
義
肢
㈱
代
表
の
有
薗
氏
は
、
保
険
適

用
な
ど
制
度
面
か
ら
の
課
題
や
様
々
な
啓
蒙
活

動
の
必
要
性
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

京
都
に
拠
点
を
置
く
楠
岡
義
肢
製
作
所
㈱
代

表
の
楠
岡
氏
か
ら
は
、
付
加
価
値
を
つ
け
る
に

は
、
モ
ノ
を
売
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
サ
ー
ビ

ス
を
売
る
と
い
っ
た
発
想
の
転
換
が
必
要
等
の

提
言
が
あ
り
、
沖
縄
か
ら
ご
参
加
の
㈲
テ
ク
テ

ク
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
代
表
の
鈴
木
氏
か
ら
は
、

日
本
の
市
場
の
未
成
熟
さ
や
、
顧
客
と
の
実
体

験
を
通
し
て
感
じ
る
ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
の
足

の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
違
い
等
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

弊
社
執
行
役
員
成
毛
に
よ
る
「
Ｍ
ｙ
ｆ
ｏ
ｏ

ｔ 

ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
を
実
例
に
、
足
圧
測
定

シ
ス
テ
ム
「
ｆ
ｏ
ｏ
ｔ
ｓ
ｃ
ａ
ｎ
」
の
操
作
や

設
計
ソ
フ
ト
等
の
実
演
動
画
、
弊
社
営
業
中
村

に
よ
る
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
の
ご
案
内
を

最
後
に
、
セ
ミ
ナ
ー
は
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
に
つ
い
て
ご
好
評
の
声
を

頂
く
等
、
弊
社
も
ま
た
勇
気
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
ご
参

加
頂
く
皆
様
に
有
用
と
な
る
企
画
を
進
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

[ テーマ ]
～義肢装具業界の地域貢献～



(2)ギシナビ News【003 号】

footscan
【弊社取扱機器のご紹介】

ハイヒールの足底圧評価

：ブランド vs 歩行分析

アドゥアヨム・アヘゴ・アクエテビ（弊社研究員）

【紹介】日々の研究、ほんのひとコマ

【背景】
ハイヒール（以下、パンプス）は、職場やファッション業界で一般的に使用されていま
すが、この種の靴の特徴でもあるヒール高は、アキレス腱の短縮、ふくらはぎの筋肉の
短縮、歩行の不安定性、足首の緊張など、体の姿勢に悪影響を及ぼす可能性があります
。また、通常の（ヒールのない）靴とパンプスを使った歩行分析調査をしたいくつかの
研究があります。靴のサイズとヒールの断面積は各メーカーによって異なり、靴ブラン
ド業界で採用されている標準的または共通の基準はありません。さらに、歩行の安定性
と快適性に影響するパンプスのブランドについてはほとんど知られていません。そこで、
より快適な靴を特定するために、異なる５つのブランドの中から「同じヒール高（5 cm
）および同サイズ（23.5 cm）のパンプス（以下、比較サンプル）」を選定し、歩行分
析を試みました。

【内容と方法】
6 人の成人女性が実験に参加しました。パンプス（比較対照物）の計測データを収集す
る前に、参加者全員の裸足の 3D 形状を測定しました。次に、フットスキャン（Rsscan 
Int. Belgium ※足圧測定機）を使用して、比較サンプルを履いた状態での歩行を計測し
、データを収集しました。参加者は、中央にフォースプレート（フットスキャンに同じ）
を配置した約５ｍの距離を数回往復するのですが、その際、右足または左足のいずれか
がフォースプレートの出来るだけ中央を通過するよう歩行してもらい、そこで得られた
データを以下のように処理しました。すべての比較サンプルにおける、足のピーク圧力、
中心圧力（リアフット、ミッドフット、フォアフット）を分析し、IBM SPSS 22.0 ソ
フトウェアを使用して、一元要因分散分析を行い、事後検定には Bonferroni 法を用い
た多重比較を行いました（p <0.05）。

【結果と結論】
異なる足の領域での足底圧分析では、テストした 5 つの比較サンプルのブランドごとの
違いが示されています。フォアフットの地面への負担が少ないパンプスが特定され、ヒ

→
原
文
は
こ
ち
ら
か
ら

prosthetist and orthotist navigation news

　

近
年
多
く
の
お
問
い
合
わ
せ
を

頂
い
て
お
り
ま
す
弊
社
取
り
扱
い

機
器
、
足
圧
測
定
機
「
ｆ
ｏ
ｏ
ｔ

ｓ
ｃ
ａ
ｎ(

以
下
、
同
機
）
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

同
機
で
は
、
①
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク

(

静
止
時
の
足
圧
状
態
）
②
バ
ラ
ン
ス
（
動
作

時
の
圧
力
変
化
）
③
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
（
歩
行
時

の
荷
重
移
動
の
様
子
）
等
、
計
測
者
の
足
の
状

態
を
包
括
的
に
捉
え
る
た
め
の
計
測
を
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

計
測
デ
ー
タ
は
接
続
モ
ニ
タ
ー
上
に
様
々
な

分
析
結
果
と
し
て
表
示
さ
れ
、
圧
力
分
布
や
圧

力
導
線
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

静
止
時
の
計
測
の
み
で
は
計
測
者
の
正
確
な

足
の
状
態
や
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
同
定
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
動
作
時
お
よ
び
歩
行
時
の
計
測

フットスキャン

Japan-Africa Medical Bridge Organization Project

ジャンボプロジェクト

JAMBO Project

ール高 / 断面積の比率が決定さ
れました。パンプス製造に標準
的な基準を取り入れることで、
歩行の安定性と安全性が向上す
ることでしょう。さらに、パン
プスにおける衝撃吸収オーダー
メイドインソールの設計を強く
お勧めします。

義肢装具士の皆様へ

【演 題】

第 5 回

『ＩＰＷ (専門職連携 )の可能性を探る

～経験知と具体的実例から～ 」

Zoom 利用による無料オンラインセミナー 【日 時】2020 年 8 月 23 日 ( 日 ) 
10：00 ～ 12：00

【お申込み・お問合せ】  ※お申込み期限：8 月 20 日（木）

㈱ドリーム・ジーピー
TEL：06-4708-4877 ／ FAX：06-4708-4879

主 

催

１．10：00 ～ 11：20

      『スポーツ医学研究を通して見えた予防医学という視点 ～スタンフォード大学での学びから～ 』

　    講師：福島 八枝子 氏

　　　　　　　　　　～～～～～～～　休憩（11：20 ～ 11：30）～～～～～～～

２．11：30 ～ 11：40

　　『 MyFoot station 泉大津店の取り組み

　　　～義肢装具士の地域貢献としての保険適応外事業の可能性の実例～ 』　

    　講師 : 川合 俊哉（弊社取締役）

3．11：40 ～ 11：50

　　●動画による実演『 足底板 ～切削機活用による時短製作のご提案～ 』

   　 講師 : 成毛 喜男（弊社執行役員）

４．11：50 ～ 12：00　質疑応答、その他

福島 八枝子 氏

インソール専用切削機

MyFoot station
泉大津店 店内（一部）

・「氏名（ふりがな）、貴社名、所属名・役職、電話番号、メールアドレス」
をご用意の上、ＦＡＸまたは E-mail にてお申し込みください。セミナー当日、
お伺いしたメールアドレスへ専用ＵＲＬを送信致しますので、そちらをクリッ
クして頂くことでご参加頂けます。E-mail：info@dreamgp.jp

情
報
を
加
味
す
る
こ
と

で
、
よ
り
一
層
計
測
者
の

実
態
に
迫
り
、
そ
れ
に
即

し
た
対
策
を
打
つ
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

是
非
一
度
、
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。


